
ど
を
踏
ま
え
、
詳
細
を
詰
め
る
。
一

日
年
日
月
に
作
成
し
た
『
C
I
一

M
試
行
業
務
に
お
け
る
成
果
品
作

|
l
j
i
一
成
の
手
引
き
』
を
拡
充
し
、
日
年

一
度
か
ら
運
用
開
始
す
る
。

3
次
元

長
手
夏
こ
羊
咽
芝
乃
ヨ
安
一
町
民
間
司
法
γ

諸

国‘一，
Z
F
K
E
E
-
-自
@
冒
q
F
K

，t
司

E
E
F
E
d
-

一
し
、
検
索
・
取
り
出
し
に
手
闘
が

dv

・
・
‘

?

F

h

h

・
一
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
報
告

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
骨
子
提
示
事
3
次
元
モ
デ
ル
、
数
量
表
な

•• 

，
一
ど
を
入
れ
る
フ
ァ
イ
ル
を
規
定
す

国
土
交
通
省
は
、

c
I
M
(
コ
一
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
日
年
度
中
一
国
交
省
は
地
形
モ
デ
ル
、
構
造
一
る
。
新
た
に
工
事
に
対
応
し
た
手

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
一
に
策
定
す
る
C
I
M
導
入
ガ
イ
ド
一
物
モ
デ
ル
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
一
引
き
も
追
加
作
成
す
る
予
定
だ
。

メ
i
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
一
ラ
イ
ン
の
骨
子
(
目
次
素
案
)
も
一

L
O
D
の
あ
り
方
を
検
討
中
。
基
一
工
事
の
入
札
公
告
時
に
、
参
加
者

普
及
拡
大
に
向
け
、
制
度
・
基
準
-
初
め
て
提
示
し
た
。
一
本
的
に
は
調
査
、
概
略
設
計
、
予
一
に
提
供
す
る
2
次
元
の
図
面
デ
i

上
の
課
題
解
決
策
を
議
論
し
て
い
一

L
O
Dは
現
時
点
で
米
国
の
事
一
備
設
計
、
詳
細
設
計
、
施
工
、
維
一
タ
(
P
D
F
)
を
二
部
案
件
で
3

る
「
C
I
M制
度
検
討
会
」
の
第
一
例
を
参
考
に
「
1
0
0」
「
2
0
一
持
管
理
と
事
業
の
段
階
が
上
流
か
一
次
元
化
す
る
検
討
に
も
入
っ
た

0

6
回
会
合
を
四
日
開
き
、
調
査
・
一

0
」
「
3
0
0
」
「
3
5
0
」
一
ら
下
流
に
進
む
に
つ
れ
て
、

L
O
一

C
I
M
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
と
い
っ
一
「
4
0
0」
と
い
う
5
段
階
に
分
一

D
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と
一
は
、
「
総
則
」
「
地
質
・
土
質
」

た
各
段
階
や
使
用
目
的
に
応
じ
た
一
け
る
こ
と
を
想
定
。
数
字
が
大
き
一
に
な
り
そ
う
だ
。
ロ
月
か
ら
ス
タ
一
「
測
量
」
「
設
計
業
務
」
「
工
事
」

詳
細
度

(
L
O
D
)
の
目
安
を
、
一
く
な
る
ほ
ど
、
よ
り
モ
デ
ル
の
密
一

l
ト
し
た
産
学
官
連
携
に
よ
る
実
一
「
維
持
管
理
」
の
大
き
く
6
編
で

一2
0
1
5年
度
中
に
提
示
す
る
方
一
度
が
詳
細
に
な
る
。
モ
デ
ル
構
築
事
業
の
検
討
成
果
な
一
構
成
す
る
イ
メ
ー
ジ
。
こ
の
中
で

一
モ
デ
ル
作
成
の
手
順
、

L
O
D
の

一
目
安
、
属
性
情
報
や
図
面
作
成
の

あ
り
方
な
ど
を
一
示
す
見
込
み
だ
。

国交省Cl J1 

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
1ゆ.中部経済
Ql建設通信
16.建設工業
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今
回
の
検
討
会
で
は
、
維
持
管

理
段
階
で
の
C
I
M
活
用
を
め
ぐ

る
意
見
が
多
く
出
た
ほ
か
、
企
業

側
に
C
I
Mを
使
う
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
を
積
極
的
に
発
信
す
る
必
要

性
を
訴
え
る
声
な
ど
も
あ
っ
た

o
-

CsUser0
新規スタンプ


